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伊
万
里
・
有
田
の

  

農
業
に
新
し
い
風
を

　

伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
で
は
、
今

年
度
18
名
が
新
た
に
就
農
し
、
キ
ュ

ウ
リ
や
イ
チ
ゴ
、
ナ
シ
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

な
ど
で
、
新
た
な
農
業
の
担
い
手
と

し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

地
区
青
年
農
業
者
育
成
対
策
協
議

会
で
は
、
10
月
４
日
に
「
新
規
就
農

者
激
励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
出

席
し
た
７
名
の
新
規
就
農
者
か
ら

は
、「
牛
舎
１
棟
任
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
等
の
抱
負
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
農
業
士
の
前
田
尚

充
氏
は
、「
近
く
に
農
業
の
先
輩
は
た

く
さ
ん
い
る
。
ぜ
ひ
頼
っ
て
、『
農
業

で
生
き
残
っ
て
い
く
』
と
い
う
強
い

意
志
で
自
信
を
も
っ
て
農
業
を
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
進
事
例
紹
介
で
は
、
大
分
県
の

（
株
）ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ 

宮
田

宗
武
氏
と
安
部
元
昭
氏
を
招
き
、「
好

奇
心
が
経
営
力
～
仲
間
と
と
も
に
地

域
の
未
来
を
つ
く
る
～
」
と
題
し
、

自
ら
の
経
営
や
、
４
H
ク
ラ
ブ
仲
間

と
の
会
社
設
立
の
経
緯
、
目
指
す
べ

き
農
業
の
在
り
方
等
、
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
の
み
な
さ
ん
は
、
今

ま
さ
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
れ
、

農
業
経
営
に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
一
丸
と
な
り
、
新
規
就
農

者
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

夫
婦
で
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
始
め
て
５
年
に
な
り

ま
す
。
近
年
は
収
量
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
は
、
収
穫
が
始
ま
る
と
休
み
が
取

れ
な
い
こ
と
が
悩
み
の
タ
ネ
で
す
。「
働
き
方
は
生

き
方
そ
の
も
の
」と
は
、尊
敬
す
る
経
営
者
の
言
葉
。

　

今
ふ
た
た
び
、
農
的
暮
ら
し
を
実
践
し
な
が
ら

好
き
な
こ
と
を
追
求
す
る
生
き
方
「
半
農
半
Ｘ
エ
ッ
ク
ス

」

が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
家
で
は
冬
場
の
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
活
用
法

や
労
力
分
散
の
た
め
に
「
半
Q
（
キ
ュ
ウ
リ
）
半
Ｘ
」

の
Ｘ
を
模
索
中
で
す
。
で
も
将
来
、
Ｘ
の
収
入
を

大
き
く
で
き
れ
ば
、
半
「
休
」
半「
Ｑ
＋
Ｘ
」
と
い
う

夢
の
よ
う
な
日
々
が
送
れ
る
か
も
。
そ
ん
な
働
き

方
は
幸
せ
の
青
い
鳥
を
探
す
よ
う
な
旅
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
の
理
想
と
す
る
生
き
方
で
す
。

普及だより
令和２年１月

108

～
令
和
元
年
度
新
規
就
農
者
激
励
会
を
開
催
～



｢佐賀農業賞｣受賞
地域農業を牽引される農業者の方たち

　

昭
和
53
年
に
就
農
後
、
輸
入
乾
燥
飼
料
を

使
用
し
な
い
自
給
飼
料
に
よ
る
肉
用
牛
生
産
、

肥
育
全
期
間
で
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
活
用
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
堆
肥
は
所
有
す
る
粗
飼
料
の
栽
培

圃
場
だ
け
で
処
理
、
自
己
資
本
比
率
を
高
め

情
勢
の
変
化
に
備
え
る
な
ど
、
中
規
模
肥
育

牛
農
家
の
１
つ
の
理
想
的
な
形
と
し
て
夫
婦

で
経
営
を
発
展
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

素
牛
対
策
と
し
て
繁
殖
部
門
に
参
入
す
る
な

ど
更
な
る
改
善
に
も
取
り
組
ま
れ
、
こ
れ
か

ら
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
就
農
さ
れ
、
ヤ
ギ
放
牧
に
よ

る
除
草
作
業
の
省
力
化
、
化
学
農
薬
に
頼
ら

な
い
病
害
虫
防
除
、
整
枝
屑
や
作
物
残
渣
を

活
用
し
た
土
づ
く
り
な
ど
、「
自
然
環
境
と
調

和
し
た
農
業
」
を
信
条
に
、
施
設
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
＋
露
地
野
菜
の
複
合
経
営
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
施
設
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
は
Ｊ
Ａ
部
会

活
動
を
基
本
と
し
た
技
術
研
鑽
や
仲
間
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
一
方
、
暑
さ

対
策
と
し
て
収
穫
台
車
へ
の
フ
ァ
ン
設
置
や
、

作
業
機
械
や
器
具
を
自
分
で
使
い
や
す
い
よ

う
、
ま
た
経
費
を
抑
え
て
改
造
・
自
作
し
て
作

業
の
改
善
を
図
る
な
ど
、
創
意
工
夫
あ
ふ
れ

る
若
手
農
家
で
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
地
域
で

活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
56
年
か
ら
肥
育
牛
経
営
を
開
始
し
、
男

性
中
心
の
肥
育
牛
部
会
員
の
中
で
女
性
経
営
者

と
し
て
自
ら
肥
育
素
牛
を
導
入
し
、
か
つ
女
性

な
ら
で
は
の
観
察
眼
と
こ
ま
め
な
飼
養
管
理
で

高
位
で
安
定
し
た
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
経
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
夫
が
会
社
を
退
職
後
、
就
農
さ
れ

た
の
を
機
に
２
２
０
頭
ま
で
規
模
拡
大
を
進

め
ら
れ
、
又
、
後
継
者
夫
婦
と
家
族
経
営
協
定

を
締
結
し
、
話
し
合
い
な
が
ら
肥
育
牛
経
営

を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
に
見
合
う
飼
養
頭
数
規
模
、飼
養
管
理

お
よ
び
個
体
観
察
の
徹
底
に
よ
る
品
質
の
高
い

肥
育
牛
経
営
を
実
践
し
、子
牛
や
枝
肉
市
況
等

の
情
勢
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、安
定
し
た
経

営
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、女
性
経
営

者
の
モ
デ
ル
と
し
て
、女
性
の
能
力
発
揮
や
地
位

向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
先
進
的
農
業
経
営
者
の
部
〉

　 

優 

秀 

賞

伊
万
里
市
大
川
町  

田
口
敬
一
郎
氏
・
吉
子
氏

〈
若
い
農
業
経
営
者
の
部
〉

　 

優 

秀 

賞

有
田
町
　  

庄
山 

和
孝
氏

〈
地
域
農
業
活
性
化
の
部 

女
性
活
躍
部
門
〉

　 

優 

秀 

賞

　
　
伊
万
里
市
波
多
津
町  

市
丸 

千
代
子
氏
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県内初！！ JGAP・佐賀県GAP団体認証取得
　GAP（Good  Agricultural  Practice：農業生産工程管理）とは、農業において、食品安全、環境保全、労
働安全、人権保護、経営管理改善を継続的に実践するための取り組みのことです。近年、GAP 認証が東京
オリンピック・パラリンピック競技大会の食材調達基準になったことなどを契機に、農業現場において非
常に注目を集めています。
　GAP 認証には様々な種類があり、日本では主に表１に記載している 4 種類の GAP の取得にむけた取り
組みが進んでいます。
　当普及センター管内では、２つの法人
と 2 つの団体が JGAP または県 GAP の
認証を取得されています（令和元年 12
月末現在）。

【管内取組事例紹介】

①「JA 伊万里米 GAP 部会」は、農協青年部（二里、波多津）を農場と位置づけ、平成29年度から JGAP

認証取得に向けた活動を開始し、令和元年９月に JGAP 認証（JGAP2016 穀物）を取得されました。

現在は国産長粒米「ホシユタカ」を推進品目とし、東京オリパラへの食材提供に向け取り組まれています。

②「JA 伊万里梨部会」は、JA 伊万里梨部会（144 戸）で令和元年 12 月に佐賀県 GAP 認証を取得され

ました。GAP を取得したことで、農薬の適正使用や肥料農薬の在庫管理を見直すきっかけとなり、今

後の経営管理改善につながることが期待されます。

GAPに興味のある方は、気軽に普及センターへご相談ください。

表 1
策定した地域 国際水準

GLOBALG.A.P. ドイツ 〇

ASIAGAP 日本 〇

JGAP 日本 ×

県GAP 各都道府県 ×

　
「
伊
万
里
梨
発
祥
立
川
の
梨
園
を
守
る
会
」で
は
、

農
地
維
持
と
担
い
手
確
保
の
両
面
か
ら
将
来
の
た
め
の
生
産

基
盤
強
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
担
い
手
の
確
保
で
は
、
今
年
度
か
ら
梨
栽
培
に
興
味

が
あ
る
方
を
外
部
か
ら
受
け
入
れ
る
研
修
体
制
を
検
討
さ
れ
、

研
修
生
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
就
農
フ
ェ
ア
や
各

種
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
興
味
の
あ
る
就
農
希
望
者
を
立
川
に
招
き
、
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
守
る
会
と
関
係
機
関
が

連
携
し
て
他
県
の

先
進
事
例
を
学
び

な
が
ら
、
就
農
へ

の
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 Let's　

梨
栽
培 

　  

　
in 

立
川

   

　 

研
修
生
募
集
中
！
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マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

マ
イ
ド
リ
ー
ム

Vol.

1

次
世
代
の
農
業
者
を
絆
ぐ

　
　

～
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
東
西
松
浦

三
地
区
交
流
会
開
催
～

地
域
を
見
な
お
す 

未
来
の
む
ら
づ
く
り

　
　

～
伊
万
里
・
有
田
地
域

農
業
を
考
え
る
研
修
会
開
催
～（農）HN 紫福との質疑応答

山口県の集落営農法人「（農）HN 紫福」の事例発表

佐藤 哲也 氏（有田町）

　

夫
婦
で
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
始
め
て
５
年
に
な
り

ま
す
。
近
年
は
収
量
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
は
、
収
穫
が
始
ま
る
と
休
み
が
取

れ
な
い
こ
と
が
悩
み
の
タ
ネ
で
す
。「
働
き
方
は
生

き
方
そ
の
も
の
」と
は
、尊
敬
す
る
経
営
者
の
言
葉
。

　

今
ふ
た
た
び
、
農
的
暮
ら
し
を
実
践
し
な
が
ら

好
き
な
こ
と
を
追
求
す
る
生
き
方
「
半
農
半
Ｘ

エ
ッ
ク
ス

」

が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
家
で
は
冬
場
の
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
の
活
用
法

や
労
力
分
散
の
た
め
に
「
半
Q
（
キ
ュ
ウ
リ
）
半
Ｘ
」

の
Ｘ
を
模
索
中
で
す
。
で
も
将
来
、
Ｘ
の
収
入
を

大
き
く
で
き
れ
ば
、
半
「
休
」
半「
Ｑ
＋
Ｘ
」
と
い
う

夢
の
よ
う
な
日
々
が
送
れ
る
か
も
。
そ
ん
な
働
き

方
は
幸
せ
の
青
い
鳥
を
探
す
よ
う
な
旅
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
の
理
想
と
す
る
生
き
方
で
す
。

Vol.

2

　

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、「
伊
万
里
・
有
田
地
域
農
業

を
考
え
る
研
修
会
～
集
落
営
農
リ
ー
ダ
ー
研
修　

法
人
編
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
山
口
県
の
集
落
営
農
法
人
で
あ
る
「
農

事
組
合
法
人
Ｈ
Ｎ
紫
福
（
エ
イ
チ
エ
ヌ
シ
ブ
キ
）」
か
ら
講
師

を
招
き
、
法
人
設
立
ま
で
の
経
緯
、
法
人
経
営
、
法
人
の
将

来
等
に
つ
い
て
熱
い
思
い
を
持
っ
て
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
場
か
ら
は
「
法
人
化
し
た
場
合
、
赤
字
に
な
る
と
心

配
だ
が
ど
う
な
の
か
？
」、「
若
い
世
代
が
参
加
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
？
」
と
い
っ
た
質
問
が
あ
り
、
集
落
営
農
法
人
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
も
、
研
修
会
を
開
催
し
、
集
落
営
農
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
は
、
将
来

の
日
本
農
業
を
支
え
る
20
～

30
代
前
半
の
若
い
農
業
者
が

中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
、

４
つ
の
Ｈ（H
ands

・H
ead

・

H
eart

・H
ealth

）
の
信
条
を

掲
げ
、
活
動
し
て
い
る
組
織

で
す
。
そ
の
４
H
ク
ラ
ブ
の

東
西
松
浦
三
地
区
交
流
会
を

伊
万
里
で
開
催
し
ま
し
た
。

20
名
以
上
の
若
手
農
業
者
が
集
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
情

報
交
換
会
の
中
で
、

若
手
農
業
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
担

い
手
不
足
が
叫
ば
れ

て
い
る
状
況
で
す

が
、
今
後
も
活
発
な

ク
ラ
ブ
活
動
を
実
施

し
、
若
手
農
業
者
の

仲
間
づ
く
り
や
共
に

発
展
で
き
る
組
織
を

目
指
し
ま
す
。
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